












































































2005年10月 順位 2003年度 順位 2005年度 順位
全国（平均） １２，７７５ 　 － 　４９５．８ － 　　 －
九州 ･ 沖縄 １，４７１．３ － 　　４７．１ － ２４２．８ －
　熊本県 １８４．２ ２３ 　　　５．８ ２３ ２６０．８ ３７
　宮崎県 １１５．３ ３６ ３．５ ３９ ２２１．２ ４４














2000年 2030年 変化率 2000年 2030年 変化率
東京特別区 1,596,450 1,767,368 ＋10.7 1,166,940 1,285,470 ＋10.2
福岡市 92,325 96,649 ＋4.7 2,336 2,113 -0.9
　 　 　 　
鹿児島市 25,235 23,191 -8.1 21,014 19,076 -9.2
川内市 4,342 3,912 -9.9 2,873 2,575 -10.4
鹿屋市 3,740 3,427 -8.4 2,782 2,480 -10.8
枕崎市 791 542 -31.5 550 397 -27.7
名瀬市 1,692 1,424 -15.9 1,515 1,229 -18.8
































































































































































































































全国（平均） １．２ ２５．７ ７３．２ ２８４．４ －
九州 ･ 沖縄 ２．４ ２１．１ ７６．５ １９．７ －
熊本県 ３．４ ２１．９ ７４．７ ２．６ ２９
鹿児島県 ４．８ １９．３ ７５．９ １．８ ３６
宮崎県 ５．０ ２０．９ ７４．２ １．３ ４１
農業の産出額伸び率が全国平均を上回り（99.3％），鹿児島県の人口当たりの農業生産額は，宮崎県に	
次いで２位である。水利のないシラス台地は米作に向かず，サツマイモや養豚を主体としてきたが，その
伝統が今の時代に焼酎ブームや黒豚の国ブランド化によって開花した。近年の産地偽装問題で，鹿児島県
は養殖うなぎの生産量日本一ということがようやく全国的に認知された。しかしながら，生産量の割に知
名度が低くブランド力に欠ける県産品も多い。例えば，茶は静岡県に次ぐ生産量であるが「知覧茶」や「溝
辺茶」の知名度は低い。また，前述「図表３　農業人口・販売農家・基幹的農業従事者の10年間の動き」
が示すように，農家数および農業人口の減少傾向に加えて，農業従事者の高齢化などが懸念される。なお，
養殖マグロ日本一であること，ミネラルウォーター生産数量102,543㎘で全国第６位（シェア5.3％07年）
で，良質のミネラルウォーターの生産地であることは，全国的にはほとんど知られていない。養殖マグロ
は業界推定では国内で3,530トン（06年）生産されている。そのうち６割近くの2,000トンを鹿児島県（特
に奄美大島）が占め，２位の長崎県（対馬，五島）の約500トンを大幅に上回る。
ただし，いかにブランド化が進んでも，農業だけでは所得は上がらない点を見落としてはならない。地
方圏でも確固たる工業集積基盤を持つ富山県や石川県が，大阪府，京都府並みの所得水準レベルにあるこ
ととが，これを証明している。ここに，鹿児島県の産業構造の脆弱さ・問題点がある。
④観光資源を生かし切れていない
鹿児島県には，桜島などの火山もあることから温泉の数も多く，源泉数は約2,800ヵ所と，その数は大
分県の約5,000ヵ所に次いで全国２位である。しかしながら，霧島温泉と指宿温泉を除いては，全国的な
知名度は低い。その霧島温泉であるが，公共交通の便は悪い。JR 九州・日豊本線の最寄り駅霧島神宮前，
肥薩線霧島温泉駅から歩いていける距離ではない。路線バスは運行しているようだが便は少ない。観光客
はレンタカーかタクシーに頼るほかない。一方の指宿は，JR 九州の指宿枕崎線が運行しているが，朝夕
は高校生の通学列車と化しおり，その学生の乗車マナーは劣悪で，悪名高き千葉の房総沿線といい勝負で
ある。運悪く乗り合わせたなら，旅の気分はすっ飛び，以後の旅は不愉快極まりないものとなる。公共交
通機関の便が悪いことは，武家屋敷で知られる南九州市・知覧，大うなぎが売り物の池田湖に関しても同
様である。また，「出水のツル」も，有名と思っているのは，地元民ばかり…というのが，現実である。
こうした事例が示すように，観光資源には優れるが，受け入れ体制や官民を問わずもてなしの心といっ
たソフトウェア面に万全を欠く。ここに構造的問題が潜む。
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鹿児島県の持続的発展に向けての戦略形成
⑤新幹線全線開通，大型店出店ラッシュで懸念される地域商業の地盤沈下
鹿児島の所得の割に元気な消費は，今後も続くものなのだろうか。農業や観光はまだまだ余力を持つが，
政府の公共投資抑制が県産業界，特に建設業界に及ぼす影響は大きい。加えて，九州の南端に位置すると
いう地理的な隔絶を理由に発達してきた支店・営業所経済は，新幹線全通によって大きな打撃を受けるこ
とになる。既に新八代－鹿児島中央問の九州新幹線部分開通で，博多までの所要時間は，４時間弱から２
時間強へと改善された。11年に全線が開通すれば，これが１時間強となり，福岡への通勤も可能となる。
鹿児島にとって，まさに転機となる。繰り返しになるが，八戸や長野，静岡などで起きたのと同じ支店・
営業所の縮小・統合の流れは，防ぎようがない。また，ストロー現象で買い廻り品，専門品など高度な消
費の流出傾向も強まるであろう。
さらに問題なのは，九州の最南端に位置するという地理的な隔絶と都市部における平地の不足から，大
手流通資本の進出が遅れた鹿児島県にも近年，大型店進出が本格化し，売場面積増加，床効率低下の流れ
が加速している点である。これにより，大型商業施設の過剰立地，過当競争に伴う床効率（販売額 ÷ 売
場面積）の低下，小売販売絶対額の縮小，という負の循環に陥りつつある。こうした中，山形屋とともに
前身の丸屋時代から天文館の核店舗の一つであった三越鹿児島店の来春閉店はそれを象徴する出来事とい
えよう。なお，天文館自体の06年売上高推定は約1,900億円で，ピーク時の02年度の約2,400億円から500億
円落ちこんでいる。
こうした流れの中，所得の割に元気だった鹿児島の商業，その象徴としての鹿児島市街地の勢いは，あ
る程度弱まって行かざるをえない。そこに，九州新幹線の全線開通に伴い前記の博多との都市間競争が拍
車をかける。
図表９　鹿児島市における2000年以降の大型小売店舗出店状況（店舗面積1,000㎡超）
出店年 店舗面積（㎡）
2004 アミュプラザ鹿児島（ハローグリーンエブリー） 20,753
2006 フレスポジャングルパーク（ニシムタ与次郎店食鮮館） 13,770
2007 イオン鹿児島ショッピングセンター（ジャスコ鹿児島店） 43,000
〃 オプシアミスミ（マックスバリュ　オプシアミスミ店） 18,300
〃 ケーズデンキ 4,750
上述の状況を踏まえ，鹿児島県の持続的発展にむけて「何を，どうすべきか」については，次号で考察
する。
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